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子供の経験を階層的に生かす幼少連携がノキュラムの開発( 1 )
-「? !チャレンジ」科、及び「表現」科の単元開発-
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1　はじめに

幼稚園と小学校の連携の必要性は, 1989年版「小学

校学習指導要領」において生活科が創設されたことに

よって.より現実的なものになっている。最近では,

幼小連携の実践研究も盛んである1。しかし,それら

の多くは,幼と小の連絡会や交流学習の実施に留まっ

ている。いわゆる小一問題やかかわり体験の不足など

の今日的な教育課題に対応し,実質的に機能する幼小

連携のためには,教育内容を柱とする連携が不可欠で

あろう0

本研究は,幼小連携研究の歴史を持つ広島大学附属

三原幼稚園(以下,三原幼稚園)及び広島大学附属三原

小学校(以下,三原小学校)での実践を事例として,幼

稚園(3歳児から5歳児)と小学校低学年(第1学年か

ら第3学年)の教育内容を子どもの経廟の蓄積という

観点から見直し.子どもの経験が階層的に生かされる

カリキュラムとして提案することを目的とする20　そ

のために,小学校教科の再構成を含む幼小連携カリキ

ュラム(試案)を編成し,実践を通してその成果と課題

を明らかにする。そして,カリキュラムを修正.改善

した上で,幼小連携カリキュラムとして提案する。本

小論では,カリキュラム(試案)の一部とそれに基づく

実践について考察し,その効果と課題を示す。

2　子どもの経験を階層的に生かすカリキュラム

2.1経験を階層的に生かすカリキュラムの編成原理

「経験を階層的に生かす」とは,子どもが.発達に

適した体験,その時期に必要な体験を積み上げること

であり.それが経験として後の学習に活用されるよう
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にすることである。三原幼稚園・三原小学校(以下,

三原学園)では.学園の信条,社会情勢.子どもの実

態などから.小学校3年生段階でのめざす子どもの姿

を「身のまわりのものや人に積極的にかかわり,自分

でいろいろなことに取り組むことができる子ども」と

設定している。これを目標概念として,子どもの経験

を階層的に生かすカリキュラムを編成する。

本研究では.現行の教育課程を基礎に,小学校の生

活科,音楽科,図画工作科,体育科を中心に考察して.

カリキュラムの編成にあたる。本年度はその初年度と

して,次の3点をカリキュラムの編成原理とした。

①　カリキュラムの範域は,現行の教育課程に準ずる

が,一部に新しい内容も含める。

②　対象とした教科の構成は,内容面ではなく機能面

を重視して再構成する。

③　内容の配列については,発達段階に応じて,その

時期に必要な内容を置くとともに,内容の特性に応

じて.繰り返し学べるようにする。また.幼稚園の

年少から小学校第3学年までを範囲として.内容の

系統を考察し,配列する。

2.2　小学校低学年の教科構成

小学校第1学年及び第2学年の教科構成を, 「国語」

「算数」 「?!チャレンジ(はてななるほどチャレンジ.以

下「チャレンジ」)」 「表現」 「体育」の5教科とする

こととした。

「チャレンジ」科の設定理由は.次のとおりである。

「身のまわりのものや人に積極的にかかわり自分で

いろいろなことに取り組む」には,そのきっかけとな

る「驚き」や「不思議」が必要である。また,取り組

みのエネルギーとなるようなおもしろさや楽しさ.喜

びが必要である。さらには,このような取り組みの経
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願としての達成感や成就感などが必要であるoこれら

に結びつくかかわりの内容や方法は.発達段階によっ

て興なるo適切な体験が蓄積され、経廉として階層的

に生かされることが必要であろう。このような埋念に

基づき,特に認識の側面に焦点を当てた学習のまとま

りとして,小学校.第1 ・2学年に「チャレンジ」科を
設定する=-とにした。

一方, 「表現」科は. 「チャレンジ」科と同様の発想

に基づきながら.表現の側面に焦点を当てたまとまり

である。豊かな表現力の育成のためには,幼稚園・小

学校低学年の時期に.多様な体額によって,受動的に,

また能動的に諸感覚を十分に活用し磨くことが必要で

あるoその際.諸感覚は.多くの場合,別々にではな

く並行して総合的に活用される。そして,そこで得た

ものや想像したものは.いろいろな方法で表現される。

このようなプロセスをふまえるならば,諸感覚を用い

る活動や多様な表現活動を柔軟に構成することができ

るようなまとまりが適切であろう。そこで,音楽私

図画工作科と体育科の一部を同一の枠組み内に統合

し,小学校低学年に「表現」科を設定した。これは,

幼稚園での「総合的に子どもの力を育む」という教育

理念を,小学校低学年に引き継ぐ意味も有する。

「チャレンジ」札「表現」科の新設による,小学

校第1学年から第3学年までの教科の構成は.図1の
ようになるo

<第1 ・2学年>　　　　　<第3学年>

? !チャレンジ科
(はてな なるほど チャレンジ科)

表現科

.音楽領域

-図画工作韻域
.総合表現領域
(音楽的.造形的.身体的 .言語的)

寡 料

体 料

図1小学校第1-3学年の教科構成

3　「チャレンジ」科における単元開発

3.1 「チャレンジ」科の目標

教科の目標を「身のまわりの自然や地域社会にかか

わる体験活動を適して,それらに対する愛着を抱くと

ともに.自然や地域社会の事象の特性や関係に気付き.

自ら活動を起こしたり見通しをもって行動したりする

ための実践力の基礎を養う。」と設定した。ここに示

した「愛着」 「気付き」 「実践力」とは.次のような意

味である。

身近な自然や地域社会への愛着とは,親しみを抱き.

またそこへ行ってみたいとか大切にしたいという感情

であるO　これは,子どもたちが直接繰り返しかかわる

ことによって育まれる。このようなかかわりは,子ど

もたちの原体験となり,身近な自然や地域社会は原風

景となるであろう30

ここでの気付きについては,認識の芽として捉えて

いる1。そして,気付くことが認識することの基礎的

な力となると考えるo　したがって,認識の側面に焦点

を当てた「チャレンジ」科の目標の達成のためには.

気付きの生まれるような体験活動を構成することが前

提となる。

実践力とは,自らの問題の解決や目的の実現に向け

て,子どもたちが主体的に活動を進めていく力である。

実践には,関係する知識や判断力ー意志などが必要で

ある。発達に応じて,実践する内容や程度は自ずと異

なるo実践の仕方も. 「とにかく行動を起こしてみる」

というものから. 「手順や結果に見通しをもって活動

する」ものへと変容する。授業構成にあたっては,発

達に即した実相二なるような設定にすることが重要で
.hる..

3.2　「チャレンジ」科の教科内容

生活科の内容を基礎にして.教科内容を設定した。

目標に即して軽重をつけるとともに.幼稚園での保育

内容や小学校第3学年での教育内容を勘案し. 「チャ

レンジ」科に「飼育・栽培」 「遊び(物を使った遊び・

自然を感じる遊び)」 「公共」 「仕事」の4つの領域を

設定した5。 「飼育・栽培」では,小動物の飼育,花や

野菜の栽培を行う。 「遊び」では,身近にあるものを

利用して物を製作したり,季節ごとの自然を感じる遊

びを行ったりするo 「公共」では,公共物や公共施設

を利用したり調べたりするO 「仕事」では.集団生活

を営むために行っている仕事や世の中の仕事につい

て,経験したり調べたりする。各領域において,学年

'・j¥∴ ・叫.I　!・!蝣!蝣v.r".蝣蝣・・、・、・I1.. i"-l恥　・i. I'

践力の3観点で内容を設定した。衷1は.このうち

「飼育・栽培」 「公共」の2領域を示したものである,Jo

-112-



表1 「チャレンジ科」学年別内容一覧表(部分)
(愛) R 身 近な 自然や地 域社会への愛着 (認 ) ー 認識の芽 (実 ) ー実 践力

領

域
良司青 . 秘 吉 公 共

領

域

の

目

標

(愛).勤鰍 こ愛着を抱けるよう.=するとともに生命を尊重する態度を養う。 (勤 .公共物や公共施設を大切に便おうという気持ちを持つことができるように

.動 植物を育てることに対する興味やI その方池こ対するサ を抱くことができるようr=する。 する。

(堤).飼 育栽培を通してl動植物の変化や特価こ気づくようにする。 (払 l公共物や公共施投を塀ペる活動を通して.それらはいろいろな人たち.=

.私 権物の特性やI変化 こついて青葉や丈 絵などで表すことができるようにする。
よって支えられていることや.意味や鋤きがあることが分かるようにする。

(実)-飼育栽培活軌 こおいて一員的を達成するための方法を身につけたり, 自分なりの工夫を考 .公共物や公共施投について,考えたことや分かったことを言葉や文や絵で

えたりすることができるようにする0また.その方法をしっかり学ぶことができるようにする。 表すことができるようにするe

.動輸 こついて抱いた疑問についてl様々な方法で探究することができるようにする。 (細 一身のまわりにある公共物や公共施投の働きを自分なり.= 追究することが

できるようにする0

料

s

飼育‥.昆虫 ウサギ アヒルIカメ.カタツムリ.カエルなど 園 .学級 他職 土会r公共軌 公共岨

餅 … アサガオlミニトマトI租 ヒマワリ.野 菜各種

3

年

(愛).観察する動物 それぞれの形態や生態の持軌こ興味を持ち. 棟権的 こかかわる。 (愛).私 たちのまわりの安全を守っている人たちに軌 て生活することができ
(恥 .比較して観察することによって.その砲物や生き物独自の特徴や.その仲間の共通点に気づ る。

く。 (臥 .地域の安全を守っている施投や器具を調べることでI 安全をどのように

I動 細物が生息する件棚 することを通して, 珊 Iや章節の射 止 の関牌こ気づく0 守っているのか.その努力や工夫がわかる。

l動 肋 の変化やその牲頬ごとの特鼠 あるいは共通点についてIその様子が分かるように辞 l地域の安全を守っている徹 や器具の場所を塀ペ. その分布を地図に表

しく噛 することができる0 し. 考えることができる。

(細 .動抽物の変化や特他 こついて探究する過種で. 自分たちで共通の触 投定し,その課鰭を (実)l私たちのまわりの安全がどのように守られているか.調べてまとめること

解決するための方法を考え実行できる。 ができる。

2

年

(卸 .自分が育てよっとする野鄭こ対して▼それらにあった世括の仕方を考えてl 舶 的にかかわる (襲)l身近にある公共物や公共他 を大切こ使うことができる0

ことができる。 (提).身近な公共物や公共轍 の柵 がわかる。

(帆 .自分が選んだ野菜の育て方を執べたり軌 、たりすることで. 野菜には .それぞれ独自の栽培 -身近にある公共物や公共施投の場所や様子を開 くl 柵車な地図.=表すこ

方法があることを知る0 とでIその 特徴や広がりがわかるe

.種瓶 が違う軒菜の育つ麻の変化 こついての様々な気づきを持つ。 (細 .身近にある公共物や公共馳 こはどんなものがあるのかーその意味や鋤

I野菜の種類ごとに.葉や毛 根や芽や実などにそれぞれ違いがあることに気づくD きを自分なりに肪ペてIまとめることができる0

l野菜の様子を観察し,気づいたことを絵や文などを使ったりー様々なあらわし方をしたりして,

その特徴を友だちに分かりやすく伝えることができる。

(実 )一日分が選んだ野菜の育て方について自分で翻ベることができる.

-樹 こかかわって,うまくいかない坤まどうすればいいかI 自分なりに考えることができる0

1

(鄭 Iみんなで育てよっとする動植物 こ対してIそれらにあった世話の仕方を考えて.継細糊こかか (愛).芋牧の道具や施穀を大切に使おうとすることができる。

わることができる0 (B )-学校について敵ベる活動を通してI 学校で如く人や道具1 施艶か役割こ気

(諺)-身近な昆虫や生き物を飼育する活動を通して.軌地物が暮らしやすい珊 意について考えるこ づくe

とができる0 .学校で働く人や道具ー施奴の場所や様子を調べI 鮮卑な地図.= 表すこと

.身近な昆虫や生き物を飼育する活動を通してー自分たち力唱 てている動絶物について, 一日の でr学校の様子がわかる。

年

中でのーあるいは時期ごとの変化について気づく0 (実).学校で働く人や道具一施設の投射こついてI 自分なりに飼ベてまとめるこ

.育てている動絶物についてその鞠 をよく見てl様 々な気づきを持つことができる。 とができるq

-自分たちが育てている動植物についてその特徴をよく見てIそのことを友だち.=伝えたりl絵

や 文I立体造形などで表したりすることができる0

(SB -幼稚盤の時の鍾験を生かして. 自分たちの力で野菜を育てたり,身近な生き物のせ括をしたり

することができる0

年
(愛).軸 物の世相をすることを通してI勤地物を大切に扱おうとする0 (愛).幼稚取 D 道具 や遊具はみんなのものだから大切に扱おうとするB

(臥 -飼育栽培をしながら動植物の生長や特徴こ気づく。 <サ 蝣幼稚園の道具や遊具はみんなのものだということがわかる。

蛋

(例えば飼育妙物の排lV も含めた動物の特撤) (実)-みんなで道具や遊具をきちんと片付けたり-順等を守って使ったりすること

.勤絶物の特徴を見て発見したり疑問,= 思ったりしたことなどを友だちや保育者こ青葉で伝えた ができるe

リ,絵で表したりする0

(実).興味ある生き物こついて図患などで調べたり1 当番活動などを通して身近な動植物のせ脂を

自分たちでしょうとしたりする0

年

(愛)l身近な肋 こかかわりながら触 れたり慨 蓋をしたりすることを楽しむ。 (愛)J興味をもった幼稚園の道具や遊具にふれる中で大切に扱わなければなら

<:& )蝣身近な動物 こ直接触れながら.動植物の生長や特徴 こ気づく0 ないことが分かるようになる0

(例えば飼育動物にふれ あってみての動物の動きなどの掃如 (私 .幼稚園の道具や遊具はみんなのものだということが具体的な場面を通し

中
Iも地物の特徴を見て感動したことを友だもや保育者 =言葉や動作刊云える0 てわかる。

(実).身近な動植物のせ吾舌を保育者とl 紺 こする0 (SB -保育者に教えてもらったり友だちとかかわったりする中で幼稚園の道具や

遊具をみんなで使おうとするふ

年
(愛).身近な動絶物の様子を見たり. 触れたりすることを楽しむ0 (愛).幼稚園の道具や遊具の基本的な軌 、方を保育翻 こ教えてもらいながら分

w -身近な動植物の様子を見たり. 触れたりする中で動植物の柵 こ気づく。
かるようになる。

少

(例えば飼育動物の感触などの鞘恥 (tt >-幼 稚卸の道具や遊具は自分だけのものではないということが保育都 こ戟

l軸 物を見たり触れたりしながら気づいたことを保育者や友だちに身振り手振りで伝える0 えてもらったりl友だちとかかわったりしながら少しずつわかる0

(実)l保 育者が身近な動植物 こ触れ.世括をしている様子を見たりr- 繍 こやろうとしたりする0 (実).友だちが使っているものに対して, ことわりを入れて使うことができるB
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3.3　単元「三原えきコンコース・安心してすごせる

ためのひみつ見つけたんけん」 (小学校第2学年)

3.3.1本単元の目標

「チャレンジ」科の単元目標は,教科目標の3観点

を基礎に「愛着」 「思考」 「表現」 「実践力」の4観点

で示すこととした。・「思考」 「表現」については,気付

きを広げたり深めたりするための考え方と表し方とい

う点から目標を設定した。本単元の目標は,以下のと

おりである。

(愛着)施設・設備が,何のためにあるのか興味をも

って直接自分で調べることができるようにする。

(思考)比較することによって.同じ種類のものでも

状況や目的に応じて形態や数などが違っていることか

ら,施設・設備の役割について考えることができるよ

うにする。

(表現)比較したことを表にあらわすことで,何がど

のように違うのか考えるには,表が効果的であること

に気付くことができるようにする。また,地図を用い

ると施設・設備の位置や分布を示すのに効果的である

ことに気付くことができるようにする。

(実践力)疑問に思ったことを自分で調べたり,尋ね

たりするとともに,気付いたことをまとめることがで

きるようにする。

3.3.2本単元の構成

この単元は. 「公共」の領域の内容を中心とするも

のである。本単元を14時間掛、とし一次のように構成

しJ-

第1次　安心に役立っているものの予想(1時間)

第2次　安心に役立っているものを探す探検

(2時間)

第3次　違いを比べて安心に役立つひみつ見つけ

(3時間)

1時(階段とスロープの構造の違い)

(どんな人が安心して使えるか)

2 ・ 3時(スロープがなぜ安心に役立つか)

第4次　一一一つひとつのひみつをくわしく探検

(各自が選択した施設・設備の見学)

(2時間)

第5次　探検報告書作り(4時間)

第6次　探検報告書を読み合おう(2時間)

3.3.3本単元における体験と生かされる経験

本単元における主な体験は, 「駅を探検したり見学

したりすること」 「施設・設備の位置や分布を絵地図

に表すこと」 「報告書を作成すること」である。いず

れも, 2年生にならなければできない活動であるとと

もに,第:〕学年以降の学習に発展するものである。

探検・妃学,絵地図への表現は,幼稚園や小学校第

1学年での体験が経験として生かされるものである。

幼稚園にある道具,遊具の位置一意味,使い方などの

体験が,より広い空間である学校,さらにはより社会

的な空間である駅の学習における経厳として生かされ

るo報告書の作成は,第1学年でのワークシートや科

学研究の作成などが基礎となっている。

3.3.4本単元での認識に関する考察

ここでは,施設・設備の学習を進めていく際,子ど

もたちが用いた考え方の傾向から,第3次までに学習

したことがどのように生かされているかを考察する。

まず.日記(各自が選択した施設・設備の探検の目

及び探検報告書づくりを行った日の2日分)と探検報

告書に記述されている内容がどのような考え方によっ

て導かれているかを分析し,分類・整理した。図2は.

その結果を示したものである。

^

i
iーlド- 照冊
5

ー6
^ l i 蝣b TT STssw ^

Eg似た設備を比較し,違いを発見する

Ej違いから疑問を抱く

田使う人のことと関連づけて考える

田周囲の様子と関連づけて考える

ロ「もしも00だったら」と考える

El他の場所の設備と比較し.類似点を発見する

図2　第4・5次での子どもの考え方

図2及び記述の内容から,次のように考察した。

比較をして,色,形,敬,大きさなど外観から分か

る違いについては.全員が見つけることができている。

75.7%の子どもたちは,施設・設備を使う人のことを

想定して,考えることができているO　これらのことか

ら,第3次までに学習してきた「比較して考えること」

「関連づけて考えること」が,個別の学習の中でもほ

ぼ生かされていると考える。

違いから疑問を抱いていることについての,文章や

絵の表現は, 32.4%であるが,疑問をもとに探検活動

-114-



を行ったり,探検報告書で設備の構造の違いや位置,

使う人などについてのクイズを作ったりしており,玩

問をもとに活動を進めていると考えられる.,

周囲の様子との関連付けでは,施設・設備がどのよ

うな場所に設置されているか理由を考えているO例え

ば, 「消火器は火事の火元となりやすい場所に設置」

「公衆電話は.行き帰りにかける人が多いだろうから

出入り口に設置」などである。

「もしも○○だったら」という考え方では, 「もし

も車椅子用のトイレがなかったら」 「もしもゴミ箱が

種類別になっていなかったら」 「もしもコインロッカ

ーが全部600円だったら」などと考えることで.施

設・設備の役割を考えていた。

他の場所の施設・設備と類似点を見出している子ど

もは.車椅子用のトイレについて病院や大型スーパー

を,火災報知器や公衆電話については学校を想起して

おり,他の公共施設との共通点を見出していると言え

o..

4 「表現」科の単元開発

4.1 「表現」科の目標

「表現」科の目標は, 「さまざまな感覚を働かせな

がら感じ.イメ-ジし,あらわすという一連の表現活

動のプロセスを適して,表現する力の基礎を培う」と

設定したo 「表現」科では. 「感じる」 「イメージする」

「あらわす」の過程を,図3のように捉えている。

図3　表項のプロセス

4.2　「表現」科の教科内容

感じたことやイメージしたことを表現するための方

法として「存」 「色・形・質感」 「動き」 「言葉」をキ

ーワードとして7, 「表現」科の内容を表2のように設

'¥iL fJ.I

表2 「表現j科の内容例

・いろいろな青魚抑揚,強現速度,リズム,メロ

ディー,抑揚,強弱などを感じて楽しむ。

・いろいろな音をもとに,ものや情景や気持ちなどを

想像して楽しむ。

・いろいろな音質,抑換,強弱,速度,リズム,メロ

ディー,抑揚,強弱などを歌や楽器であらわして楽

しむ。

・自分のあらわしたい音や気に入った音を探したりつ

くったりして,書道びを楽しむ。

色

形

質感

(例)

動

き

(例)

・身近な自然物や人工の材料の色や形,手触りなどを

感じて楽しむ。

・いろいろな色や形,手触りなどをもとに,ものや情

景や気持ちなどを想像して楽しむ。

・材料の形や色,質感などの組み合わせの感じや美し

さや用途などを考え,道具の扱いに気をつけなが

ら,あらわして楽しむo

・いろいろな動きや体の使い方を感じて楽しむ。

・動きや音楽から感じたことをもとに,ものや場面や

気持ちなどを想像して楽しむ。

・何かになりきったり,友達とかかわったり,調子を

合わせたりして,身体を用いてあらわすことを楽し

む。

・いろいろな言葉の意味や,抑揚,強軌速度などを

感じて楽しむ。

・言葉や抑軌　強弱,速度などから感じたことをもと

に,気持ちや情景などを想像して楽しむ。

・自分の体験や気持ち,想像したことなどを,いろい

ろな言葉を使ったり,抑揚,強弱,速度などを変化

させたりして,あらわして楽しむ。

・いろいろな言葉を組み合わせたり,新しい言葉を作

ったりして,楽しむ。

※　これらの他に、わけ切れない総合的な表現として、

・場面や情景を,体全体で感じて楽しむ。

・場面や情景を,具体的,総合的に想像して楽しむ。

・一つの気持ちや情景などを,いろいろな表現方法を用い

てあらわして楽しむ。

・音を動きであらわしたり,形を音であらわしたり,言葉

を形であらわしたりなど,いろいろな表現をべつの形で

あらわして楽しむ。

などが考えられる。
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「表現」科では,豊かな表現力の育成のために意図

的.計画的なかかわりを行う。そして,幼稚園との活

動とつなげながら,最終的には小学校第3学年以降の

音楽科・図画工作科・体育科・国語科といった教科の

学習へ発展していく一連の過程の橋渡しとなるような

学習内容にする。

4.3　単元「感じたことを表そう-ぼくたち私たちの

おちばランド～」小学校第1学年

4.3.1本単元の目標

秋には,園庭や校庭にたくさんの落ち葉や木の実な

どが見られる。このような身近な自然の素材を使って

遊んだり,何かをつくったりすることによって,様々

な色や形,質感.音などに触れることができるO感じ

たことやあらわすことの楽しさや充実感を味わいなが

ら,より豊かに表現したいという意欲や実践力が高め

られていくであろう。

本単元では, 「校庭のおちばランドを中心とした校

庭で.季節を感じながら遊んだりつくったりする活動

を通して,体験したことをもとに感じたことを友達と

協力しながら様々な方法を組み合わせて表現しようと

する力を育む。」ことを目標とする。

4.3.2本単元の構成

本単元の構成は,図4のとおりである。

第 1 次 「校 庭 の 自然 に もつ とふ れ て連 ぼ う」

( 6 時間 )
0 たくさん集めた落ち葉のじゅうたんを中心に, 校庭で季
節の変化をあらゆる感覚で感 じながら遊ぶ。
.落ち葉や木の実を使 って遊んでみよう0
.落ち葉のじゅうたんを体中で感 じて見よう0
.校庭の木の葉, 木の幹の感触などを味わおう。

く造形的な除数>
第 2 次 「遊 んだ こ と .みんなで 「落ち葉 ランド」

を も とに して の看板を作ろうq

い ろい ろ な方 .感 じたことを色や形に表

方陰で表す0

げてみる0
主三善逆 襲 蕪巨 義 頭 痛

第 3 次 「みんな が表 してきた ことを一つ に合わせ

てみよ う」 (2 時間)
○それぞれ表してきたことを一つに合わせ′みんなでみあ
蝣}.

図4　本単元の構成(活動計画)

4.3.3本単元における体験と生かされる経験

本単元における中心的な体験は,自然物の感覚を十分

に味わうことと.それを活用して遊んだり飾りやおも

ちゃをつくったりすることである。幼稚園においても

同様の体験は必要であり,繰り返しが意味を持つ内容

と言えよう。幼稚園では.素材の特性をそのまま楽し

むことが中心であるが,小学校1年生になると,素材

を活用することによって,より細かく具体的に素材の

特性を把握することになる。

指導にあたっては.まず,素直に感じ,イメージし

たことを自由な発想で開放的に表現できる場を設定す

る。その際,諸感覚を働かせるような意図的な働きか

けを行う。また,様々な表現活動(音楽的・造形的・

身体的・言語的など)に結びつくような材料を準備し

ておき,感じたことをそのまま言葉や音や絵や動きな

どにあらわしやすいようにする。

「音」 「色・形・質感」 「動き」 「言葉」など様々な

表現方法に出あった後に,自分なりに「おちばランド」

や校庭での遊びから感じた表現方法を選択するように

する。一人ひとりが自分の心に問いかけ,じっくりと

取り組むとともに.友達同士の自由な発想を認め合う

ことで,自信を持って自分なりの表現をすることにつ

ながると考える。

4.3.3本単元における表現の実際

第1次では,主に「おちばランド」で遊ぶ活動を通

して五感をはじめとする様々な感覚を働かせてきた。

「くすぐったい。」 「気持ちいい。」 「葉っぱの匂いが紅

茶みたい.」 「いや,桜餅の匂いがするO」など,感じ

たことがそのまま表現されている。

第2次では,まず. 「どんなものが見えたか」 「どん

な音が聞こえたか」 「どんな匂いがしたか」 「どんな手

触りがしたか」 「体全体でどんな感じがしたか」など,

遊んできたことを様々な感覚で振り返り,それらを色

カードに書き留めるようにした。次の時間に,遊んだ

ことをもとにどんな表現が考えられるかについても自

由に発想し,色カードに記した。その後,遊んだこと

をどうあらわすかを次の5つで整理し,グループを癖

成し)蝣-

0主に音であらわす。

(風や雨の音,きれいな音などを作るO)

○主に動きであらわす。

(葉っぱや風の動きなどを身体表現であらわす。)

○主に絵本であらわす。

○主に絵や工作であらわす。

○主に落ち葉のじゅうたんで遊んであらわすO

あらわす活動では.場所を広い特別教室に移し, 1

つのフロアでこれら5つの活動をそれぞれの子どもた

ちが行ったO違うグループの友達同士がFiいに影響を

与えあったり.同じグループ同士で意見を出し合いな

がら動きや葺などをあらわしたりする姿が見られたO
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一方で,自分たちの活動に没頭し.一人ひとりが楽し

みながら活動している姿も見られた。

第3次では,お互いがどのようなあらわし方をして

きたか見合った。友達のあらわしてきた活動に大変興

味を持って聞いたり,見たり,一緒に体験したりする

ことができた。

5　カリキュラム(試案)による効果と課題

5・1 「チャレンジ」科における認識の芽

全員が比較することによって違いを見出せたこと,

多くの子どもたちが施設・設備とそれを利用する人の

こととを関連づけて考えたことは,気付きが認識へと

深まる過程を示しているD　しかし,約25パーセントの

子どもは,気付きが人との関連にいたっていない。そ

の子どもたちも,活動の際の会話では,その施殻・設

備を使う人のことを考えた発言もあった。記述されて

いないということは,まだ十分には意識されていない

と考えられる。

探検報告書の中に絵地図と表を利用した子どもが,

それぞれ73%と21.6%見られた。位置や分布を示すた

めに絵地図を使うと便利であることは多くの子どもた

ちが感じとったようである.比較の表については.今

後も.繰り返し実際に表したり,読み取ったりする体

験を重ねていくことが必要であると考える。

5・2 「表現」科における表現方法の多様性

「表現」科の授業ノートに記された授業感想を「あ

らわし方」と「この時間でがんばること」の2つを時

期ごとに整理したものが,表3である。子どもたちの

表現は.動きによるもの　9),音によるもの(6上

絵や工作物によるもの(17),及び.動きから音に変

化したもの(3),その他(3)に分類できる。

まず. 「動きによるもの」についてみていくと.表

現の対象が「雨」 「風」ないし「葉の落ちる様子」に

なっており,時期によって対象が変化していることが

わかる。動き方.すなわち表現の仕方に関しては.

「ほんもののような」 「きれいな」などがみられる。次

に, 「音によるもの」についてみていくと,表現の対

象には, 「木の音」 「天気の音」 「太鼓の音」 「鈴の音」

などの音の発生源と関係したものと, 「かわいい音」

「きれいな音」 「大きな音」などの音の性質に関係した

ものがある。,藷の出し方,すなわち表現の仕方に関

しては, 「ていねいに作る」 「しっかり」などがみられ

る。 「動きから音へ変化したもの」では, 「木の音」

偶の音」 「鈴の肯」をあげている1例を除いて,単に

「青」を表現の対象として記述しており,むしろ「き

れいに」 「合奏する」などの表現の仕方に関する記述

が特徴的にみられる。

上記のグループとは対照的に, 「絵や工作物による

もの」では.絵や工作によって表現される対象につい

ての記述は少なく,むしろ「うまく」 「きれいに」と

いった表現の仕方に関する記述が多くなっている。表

現の方法に関しては「絵」 「絵本」 「本」 「工作」が時

期によって変化しているが,方法の違いが明確でない

ものが多く,いずれも「絵や工作物によるもの」で.

方法が変化したとは解釈していない。

以上の特徴を整理すると.動きや音によってあらわ

そうとしたものは,絵や工作によってあらわそうとし

たものと比べ,何をどのようにあらわすかに注意を向

けている可能性が示唆される。すなわち,表現方法が

子どもの表現を限定する可能性が考えられる。この点

で,単一の表現方法ではなく,禎合した表現方法を前

提にした「表現」科は有効な学習となると考えられる。

5・3　カリキュラム(試案)の課題

「表現」科, 「チャレンジ」科の新設をして,単元

開発に敢り組むことができたが,今後両教科の関連,

及び,他教科との関連などについても整理する必要が

ある。また, 「表現」札「チャレンジ」科以外に連携

する必要性のあるものについて,吟味しなければなら

ないだろう。

年度途中からのカリキュラム編成,そして実施とな

ったため.縦断的.あるいは横断的に整合していない

部分,実践されていない部分が多く残されている。開

発した単元が一定の効果をあげる可能性が示唆された

ちのの,今の段階では,本カリキュラム(試案)が子ど

もの学びの全体に,どのように影響するかを結論付け

ることはできない。今後の課題である。

6　おわりに

幼小連携というと子どもの交流に注意がむく中.

「チャレンジ」札「表現」科を中心に教育内容の連携

を考えることができた。小学校につながる幼稚臥幼

稚園からつながる小学校という見方から.教職員がそ

れぞれの所属の教育内容について見つめ直すことがで

きたことは一つの成果である。幼小連携の意味は,こ

のような教職員の意識改革にもあるだろうO今年度は

新教科の単元開発が中心となったが,今後,カリキュ

ラムの修正を通して,子どもの経験を,幼稚[軌から小

学校第卜2学年,さらに小学校第3学年へと整理し,

それが階層的に生かされる実践を積みしげていきた

いO
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表3　授業感想から「あらわし方」と「この時間でがんばること」の2つを整理したもの

2 ( 1 2 月 2 日 ) 3 ( 1 2 月 3 日 ) 4 ( 1 2 月 5 日 ) 5 ( 1 2 月 9 日 )

勤

育

動 き で どん な もの を 作 るか 考 える 動 き で 雨の よ うに動 きた い 風 の動 き を 本 当の 鼠 の よ うに動 く 繭 を き れ い にl わき た い

蝣・蝣・・蝣 , ' ・ '. .・: . ・ 蝣:蝣 ・ 雨 の 動 き 雲の 誓 を . 音 と一 触 こす
那 .->* >さ 巾 i"1* !さ iL+ ら .'蝣' !' . ・・ ・・

雨 の動 きを グル ー プ で 動 き を考 え る 一札の 動 き を 風 の 動 き をが ん ば る 取 ." サ 車 を サ .・>小 さ を カ. '. 1/ ち 葉 っ ぱ と風 友 だ ち と葉 っ ぱ と風 の 動 き

の 動 き を を が ん ばる

秦 つば は つ ば で あ らわ す 、 見 か ぜ で あ らわ す 風 かぜ の 動 き を あ らわ す 亀 誓 芸豊 吉 も,) と じよ う

葉 っぱ で 速 は つ ば で , どん な 動 き 方 を

ん だ こ とを す る か 考 え る
, 1 . . ・ " ・ 蝣 ' 風 の 動 き 風 の 動 き 方 を きれ い に 動 く 鼠 と雨 雨 と取 を身 体 で あ らわ す

息 の動 き グ ル P プ で動 きを 考 え る
雨 の動 き 票 監 芸 霊 宝 6>サ T .fe to -f い ろ 動 き 2=票 と北 か ぜ の動 きを や り 雨 の動 き 雪 空 孟 芝 宝 2 許 友 だ

葉 っぱ 禁 霊 豊 害 わ せ て . い 葉 っ ぱ が落 い ろ い ろ なは つ ば の動 き を

ち る と こ ろ が ん ば る

葉 っぱ の い

ろい ろ の 動 動 きで あ らわす

^

動 き をい ろ い ろ い ろの は つ ばを が ん ば

い ろ る

み ん な で話 し合 っ て . は つ

兼 つば の 動 ぼ や かせ や い ろい ろ な 動 き 暮 り ぱ '・It s IJ ん t ii in u ^ JV ' ⊥ う 兼 つば の 動 い ろい ろ な 動 き を考 え て, 葉 っ ぱの g ] い ろん な は つ ばの 動 き を考

き を を , 発 表 で き るよ うに あ ら

わ す

き を に , は つ ばの 動 き をす る きを す る き を え て. 友 だ ち とや りた い

動 く 晋 ,. 雷 諸 芸孟 害 芸 ぱ を動 書 芸 ぱ の動 雨 . 風 と 合わ せ る しっ か り動 音 とl 緒 に . しつ か ,) 動 く

く
楽 し く動 く 思 いっ き り動 < l

動

き

立

グル - プ で は つ ばの よ うに 動 い て )

動 い て は つ ばの よ うに な りた い
音 を 出す が ん ば っ てや る 音 を 完 成 させ たい

音 を完 成 させ I グル ー プ で

音 を完 成 合わ せ て . ど んな 音 が で き

てい るか しり たい

風 の 動 き を 5 ¥z ㌫ 禁 芸 掌 て ▼ 見 た よ
音 で き れ い な音 で あ らわす

* I *

Jヨ 風 の 動 き を ど ん な動 きに す る か 考 え る 鈴 の音 を出 す 木 の 音 を 雷 の 音 を 出す 木 の青 木 の 音 を 出 す

土

禁 禁 書 を 作 る 木 の 育 い ろ い ろな 音 を 作 る 木 の 音 を あ の 時 の 音 を思 い 出 す 木 の 音 凄 くい い 音

毘 雷 を ど うや って 作 る か考 え きれ い な 音 きれ いな 音 を 考 えて 作 る
か わ いい 書 芸 わ い い 音 を考 え な が ら作 か わい い 音 誓 ご 票 を う ま くで き る

音 を 音 を観 察 す る 音 を 音 をが ん ば る 音 を 音 を い っ ぱ い作 る 音 を 音 を い っ ぱ い作 る

日 動 きな が ら し っか り音 を 出 した い

音 を

十 十 十 十 ,サ.. .
天 気 の音 を 天 気 の 音 を出 す 練 習 をす る 頬 の 音 を 票 豊 吉机 な が ら楽 し

音 で い ろん な 音 を が ん ば る
か わ い い 音 t> つ とい い 掛 こした い

を
音 で 大 き い 音 を出 した い 音 で 大 き い 音 を出 した い

音 で 全部 で き る よ うにす る 音 で て い ね い に 作 る 音 で 太 鼓 の 音 を作 る 音 で 鈴 の 音 を作 る

紘

工
作

初

絵 本 で い ろい ろ な こ と をす る 紙 芝 居 で い ろい ろ
絵 本で 警告 富 。I い ろ い ろ な こ と

本 で 本 を 作 りた い

紙 芝 居 で どん な 含舌に す るか 考 える 紙 芝 居 で 紙 芝 居 を 途 中 まで 作 る
紙 芝 居 で 慧 雲 居 で あ らわす の.をが ん

紙 芝 居 で 全 部 仕 上げ る

折 り紙 で どん な 形 を 折 るか 考 え る 折 り紙 で きれ い に 作 る
折 。断 雲 だ ち と臨 力 して . 仕 上 げ 工 作 感 じた こ とを しっか りあ ら

わ す

本 で 本 を長 く した い 検 本 で S I.ヰ s tt - て 絵 本 で 絵 本 の シ リー ズ を増 や す 絵 本 で 色 を きれ い に ぬ る

慧 讐 諾 どん な 話 に す るか 考 える
絵 本 で い ろ い ろ な こ と を したい 絵 本 で い ろい ろな こ と を した い 絵 本 で い ろ い ろな こと を した い

葉 っ ぱ で拾 どん な 話 にす るか 考 え る

本 を
絵 本 で 絵 本 を ど ん どん 完 成 させ る 絵 本 で 1冊 目の絵 本 を完 成 させ る 絵 本 で 絵 本 を完 成 させ る

絵 で . どん な 絵 にす るか 考 える 本 で 本 で あ ら わす 本 で 紙 芝 居 み た い な本 を作 る い ろい ろ きれ い な もの を 作
木 で る

絵 を 絵 を 描 く 絵 を描 く 絵 を もつ ときれ い に措 く 栓 を描 く 絵 を も つ とき れ いに 描 く

本 で . 絵 を 掛 、た 。. い ろ い ろ な

こ とを す る
絵 本 で 字 とか を 書 く 本 で 色 を 塗 る 絵 本 で 丁牢 に色 を 塗 り- 字 を 書 く

絵 で どん な 絵 にす るか 考 える 本 で 本 で あ ら わす 絵 本 で か わ い い 落 ち葉 ラ ン ド 絵 本 で 色 を仕 上 げ る

慧 z k 雲 ん 軌 だ こ とを思 い 肘 絵 で 絵 を 丁寧 に描 く 絵 で 絵 を T 革 に描 く 給 で 絵 を完 成 させ る

葉 っ ぱ で I どん な 葉 っ ぱ を作 るか 考 え

作 をす る る
絵 . I 作 で 絵 を うま く描 く 絵 で 絵 を うま く描 く 絵 で 給 を うま く描 く

絵 本 で きれ い に
絵 本 で遊 ん 小 さい絵 本 を 作 る I 絵 を き

だ こ と を れ い に描 く
絵 本 で お 吉舌を 詳 しく 絵 本 で きれ い に す る

吾 謹 言 工 工 作 で が ん ば る
工 作 をす る 工 作 をが ん ば る

苦 諾 = .工 工 作 を がん ば る
工作 を す る 工 作 を が ん ば る

折 り紙 を 雲 呈 警 を ど うや っ て 作 るか
工作 を 工 作 をが ん ば る 工 作 を 工 作 を がん ば る

" lff "

犬 と猶 を 犬 を ど うや って 作 る か考 え

作 って 遊 ぶ る
工 作 を 工作 をが ん ば る 工 作 を 工作 を きれ い に 作 る 工 作 を もつ と きれ い に 作 る

工 作 工 作 を がん ば る 栓 牀蝣* "・ふ け ろ 工作 工作

そ

の

梅 の魚 を 海 の波 を あ らわ す ぷ 霊 芸 ドング リゴ マ を作 。た い キ ャ ッチ キ ャ ッチ ボ ー ル で野 球 をす

ポー ル る

落 ち 葉合 戦 落 ち葉 合 戦 を 雪 合戦 み た い

を に や っ てみ た い

落 ち葉 の こ 落 ち葉 で楽 しい こ と を あ ら ドング リ み ん な で 答 え た らい い もの 落 ち葉 の 楽 い ろん な 遊 び を しなが らあ サ '' サ'i n i a ち * ." I11を (.-->上 わ らか

とを わす ゲ ー ム で に決 ま っ た しい こ とを らわ す を したい

票 差誓 慧 酌 兼 で遊 び た い
落 ち 葉 ラ ン 落 ち葉 ラ ン

落 ち葉 の 雨 落 ち葉 の 雨 を も つ と あ らわ

を したい
他 ドで 楽 しく ドング リゴ マ で遊 ぶ

遊 ぶ

ドで もつ と 落 ち 葉 で t}つ と遊 び た い

遠 ぷ

票 酢 遁 感 じて遊 ぶ ゲ 】 ム で ゲ ー ム 作 り をが ん ば る ぷ 霊 ドン グ リを楽 し くす る 楽 し く 遊 ん で 感 じる
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つ列えば,文部科学省においても, 「就学前教育と小

学校の連携に関する総合的調査研究」 「幼・小連携に

関する総合的調査研究」について都道府県を指定して

研究が進められている。

2　三原幼稚園と三原小学校は同一敷地内にある。過去

の幼小連携研究については.例えば,広島大学付属三

原幼稚園・小学校・中学校研究会『研究紀要　一貫教

育実践研究第1集』 2000。

3　原体験,原風景については,例えば,寺本潔『感性

が咲く生活科』大日本図書, 1993。

4　宮本光雄『生活科の教育原理』,宮本光雄編著『生

活科の理論と実捌棄洋館出版社. 1990, p.13。

5　ここでいう領域とは,幼稚園教育要領に示されたい

わゆる五領域とは別の概念である。

6　表内の第3学年の部分については,社会科・理科で

接われる内容に関して「チャレンジ」科と関連の深い

ものを取り上げ, 「飼育・栽培」 「遊び」 「公共」 「仕事」

の4領域に位置づけている。

7　これらの言葉は,幼小で共通の視点を持つために,

幼稚園教育要領の領域「表現」の内容(1)から「音・

色・形・手ぎわり・動き」を抜粋し,さらに「言葉」

を加えたものである。小学校「表現」科では「手ぎわ

り」を「質感」に置き換えている。
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